中区街区表示板設置状況調査業務仕様書
第　1　章　　　総　　則

（適用）

第１条　この仕様書は、中区街区表示板設置状況調査業務（以下「業務」という。）について適用する。

（業務区域）

第２条　業務区域は、中区全域の街区設定区域で別紙のとおりとし、１，３５７街区を調査する。
（業務の着手）

第３条　受託者（以下「乙」という。）は、契約締結後、直ちに委託業務に着手しなければならない。
（調査及び報告）

第４条　乙は、広島市（以下「甲」という。）が業務の実施上必要と認める現況調査及び関係書類（作業日報等）の提出を求めた場合は、直ちにこれに応じなければならない。

（公表の禁止）

第５条　乙は、業務の実施上知り得た事項について、公表してはならない。

（関係住民とのトラブル防止等）

第６条　現地において業務に従事する乙の職員は、常に「広島市委託業務」の表示の腕章並びに会社名と氏名を明示した名札を着用し、住民に接するときは、余分な言動を慎み、不安と悪感情等を与えないように十分注意しなくてはならない。

２　乙は、トラブルが生じた場合は、直ちに甲に報告するとともに、乙の責任により誠意をもって対応しなくてはならない。

（業務内容）

第７条　乙の業務内容は、次のとおりとする。

(1)　現地調査を行い、街区表示板の設置状況等を把握すること。

(2)　調査結果に基づき、次の成果品を作成すること。

ア　甲が供与する「街区表示板管理台帳」（別紙様式１）及び「街区表示板設置状況集計表」（別紙様式２）のエクセルファイルによる「街区表示板管理台帳（調査結果版）」及び「街区表示板設置状況集計表（調査結果版）」の作成

イ　甲が供与する街区配置図の写し又は2,500分の１程度の平面図による「現況図（原図）」及び「現況図（調査結果版）」の作成

（物品の供与）

第８条　甲は、業務実施のために、次に掲げる物品を乙に供与する。

(1)　「街区表示板管理台帳」及び「街区表示板設置状況集計表」のエクセルファイル

(2)　街区配置図の写し（2,500分の１程度の平面図等）
（成果品）

第９条　成果品は、次のとおりとする。

(1)　「街区表示板管理台帳（調査結果版）」のエクセルファイル  ………………………… 一式

(2)　「街区表示板設置状況集計表（調査結果版）」のエクセルファイル  ………………… 一式

(3)　前記(1)及び(2)の印刷物 …………………………………………………………………… 各２部

(4)　現況図（原図）　　　　　　※必要事項を鉛筆で記載したもの ……………………… １部

(5)　現況図（調査結果版）　　　※甲が指示する箇所に黄マーカーで色付けしたもの … ２部

（検査及び引渡し）

第１０条　乙は、業務が完了したときは、遅滞なく甲に完了届を提出し、その成果品について甲の検査を受けなければならない。

２　乙は、前項の検査に合格したときは、遅滞なく当該成果品を甲に引き渡すものとする。

（守秘義務）

第１１条　乙は、個人情報の取扱いについて、別記「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。

（疑義及び調整）

第１２条　この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた事項については、必要に応じて甲・乙が協議して定める。

第　２　章　　　委　託　業　務

（現地調査等）

第１３条　乙は、次の各号に基づき「街区表示板管理台帳（調査結果版）」及び「現況図（原図及び

調査結果版）」を作成するための現地調査等を行う。

(1)　管理番号の設定

町名及び街区符号と組み合わせて調査箇所を特定するため、街区ごとに最も北東に近い角を起点として、時計回りの順に管理番号（○数字で表示）を設定する。

〔管理番号の設定例〕⇒「○○一丁目 ９－①」（○○一丁目９番街区の北東の角の位置を示す。）

「△△三丁目10－②」（△△三丁目10番街区の南東の角の位置を示す。）

(2)　街区表示板の状態等の把握
現地において街区表示板の状態等を調査し、次表の各区分の記号等により把握する。
	区　　　　　　　分
	記　号　等

	
	ローマ字

表記なし
	ローマ字

表記あり

	状態が良好で、取り替えの必要がないもの
	Ａ
	Ａロ

	ほぼ良好な状態であるが、退色し始めているもの
	Ｂ１
	Ｂ１ロ

	退色、汚損により町名・数字が読み取りにくいもの
	Ｂ２
	Ｂ２ロ

	退色、汚損により町名・数字が読み取れないもの
	Ｂ３
	Ｂ３ロ

	切断・折れ曲がり等はあるが、町名・数字が読み取れ、安全上問題がないもの
	Ｃ１
	Ｃ１ロ

	切断・曲がり等により町名・数字が読み取れないもの又は危険があるもの
	Ｃ２
	Ｃ２ロ

	欠落等している箇所（取付が可能な未設置箇所を含む。）
	Ｄ

	取り付け不能箇所（※具体的状況を把握すること。 例：「空地」「畑」等）
	×（　　　）

↑

（※具体的状況を付記）


（注１）　ローマ字補助板の状態については、街区表示板と一体とみなす。

（注２）　街区表示板は、街区の各角又はその付近（例図○印）に取り付けることとしているので、それらの位置に街区表示板が取り付けられていない場合を「欠落」とする。

（注３）　街区表示板は、次のような位置にも取り付けている場合があるので注意する。
・区間の道路の突き当たり（例図△）

・その他、街区の形状等により、必要と思われる位置（例図□印）

（例　図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝街区を示す。

(3)　その他

ア　街区表示板が、針金、ひも等で取り付けられている箇所を把握する。
イ　調査箇所ごとに調査年月日及び調査者氏名を記録する。

ウ　設置状況の判断に疑義が生じた場合は、写真を添付して甲に報告し、甲の判断を受ける。

（「街区表示板管理台帳（調査結果版）」及び「街区表示板設置状況集計表（調査結果版）」の作成）

第１４条　乙は、前条の現地調査の結果に基づき、次の各号により、街区表示板管理台帳（調査結果版）及び「街区表示板設置状況集計表（調査結果版）」を作成する。

(1)　「街区表示板管理台帳（調査結果版）」は、次の例により調査結果を「街区表示板管理台帳」のエクセルファイルに入力して作成する。

（入力例）

	基本

町名
	丁目
	街区

符号
	管理

番号
	表示板

の状態
	取付不能箇所の状況
	ローマ

字表記
	針金等
	調　査

年月日
	調査者

	江波東
	一
	３
	②
	Ａ
	
	○
	
	R8.8.20
	△△社

広島　進

	江波
	二
	１
	④
	×
	空地
	
	
	R8.8.20
	△△社

広島　進

	江波西
	一
	７
	③
	Ｄ
	
	
	
	R8.8.21
	△△社

広島　進

	江波西
	三
	８
	⑤
	Ｂ１
	
	
	○
	R8.8.21
	△△社

広島　進


(2)　「街区表示板設置状況集計表（調査結果版）」は、前号のエクセルファイルについて町の区域ごとに表示板の状態別に集計を行い、集計結果を「街区表示板設置状況集計表」のエクセルファイルに入力して作成する。
（現況図（原図及び調査結果版）の作成）

第１５条　乙は、第１３条の現地調査の結果に基づき、別紙様式３を参考に、次の各号により現況図（原図及び調査結果版）を作成する。

(1)　甲が供与する街区配置図の写し（平面図等）に、第１３条第１号で定める管理番号（○数字）及び同条第２号で定める街区表示板の設置状況を示す記号等を鉛筆で記入し、「現況図（原図）」を作成する。

(2)　前号の「現況図（原図）」を複写し、Ｄ、Ｂ３、Ｂ３ロ、Ｃ２、Ｃ２ロの記号の箇所の管理番号（○数字）を黄マーカーで色付けし、「現況図（調査結果版）」を作成する。

（別紙様式３）
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